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2011 年 10 月 21 日 

 

国際会計基準審議会 御中 

 

 

公開草案「国際財務報告基準（IFRS）の改善」に対するコメント 

 

 

我々は、国際財務報告基準（IFRS）の改善を提案する公開草案（以下「本公開草案」と

いう。）に対するコメントの機会を歓迎する。 

 

1. 我々は、IFRS が改善するかどうかという観点から、本公開草案において示された年次改

善プロジェクトにおける提案に、次の事項を除き、基本的に同意する。今回、我々が指

摘した点も考慮して、さらに、より適切な改善に向けて検討していただきたいと考えて

いる。 

 

2. 以下では、IFRS 第 1 号「国際財務報告基準の初度適用」における IFRS 第 1 号の再度の

適用についてコメントする。 

 

 

IFRS 第 1 号の再度の適用 

3. 我々は、今回の改善案は、IFRS 第 1 号第 2A 項に、直近の年次財務諸表に、IFRS 準拠の

旨の明示的かつ無限定の記載がない限り、IFRS 第 1 号を同一企業が、2度以上適用しな

ければならないことを追加して、IFRS 第 1 号における「最初の IFRS 財務諸表」の定義

の適用を明確にすることは、次の実務上の懸念を除き、基本的に妥当と考える。 

 

4. 我々は、実務上、全てのケースにおいてまで、IFRS 第 1 号の再度の適用を強制すること

については、懸念を持っている。つまり、過去に IFRS を適用していた企業は、これか

ら全く新規に IFRS を適用する初度適用企業とは、異なっている。従って、IFRS に準拠

して開示されなかった期間が比較的短い期間に、IFRS 第 1 号を再度適用するよりも、そ

の期間について、実務上、あたかも IFRS を過去から継続して適用していたかのように

処理することが比較的容易に可能な企業の場合には、当該企業の実務負担やニーズに、

必ずしも合致しない場合もあり得るものと考えられる。従って、そのような企業の場合

には、IFRS を過去から継続して適用していたかのように処理する選択肢も認めるべきと

思われる。 
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我々のコメントが、当プロジェクトにおける IASB の今後の審議に貢献することを期待す

る。 

 

 

加 藤 厚 

企業会計基準委員会 副委員長 

 


